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理事長 吉田禎宏 

◆メドック東浦の法人理念 

 

私たちは、『地域の福祉拠点施設』としての役割を担います。 

私たちは、『ノーマライゼーション』に基づきご入居される皆様の自立を支援します。 

私たちは、『個人の尊厳』と『生きがい』を持ち続けていただく環境づくりに 

最善を尽くします。 

 

 最近、介護事業所数が急増し、メドックの特徴や色って何？と聞かれることが多くなりました。確か

に他の事業所でも『ウチはレクに力を入れてます！』『ウチは口腔ケアに！』とか色々聞きます。特徴

や色という話をすれば、メドック東浦は『特色がないのが特色』となるのかもしれません。私たちはノ

ーマライゼーションを理念に掲げているので、『色を出してもらっているのは、ウチをご利用してみえ

る方々おひとりおひとり。私たちではない。』と思っています。おひとりおひとりがご自身らしく、『我

がまま』で大事な人生をお過ごしいただきたいのが、メドックの想いです。 

 

 

◆サービスの心得 

① 私たちが行うは地域の共同連帯の理念下での「サービス業」。 

求められる「介護(ケア)のプロ」の役割を理解しよう 

② 顧客の主役は「ご高齢者、ご利用者」 「敬意」をもって接しよう 

③ 目指すは「最高のおもてなし」。ご意見ご要望を「歓迎」しよう 

④ 「価値の向上」の大切さを知り、常に意識しよう 

⑤ 日常生活上で「社会活動の役割」や「楽しみ」を感じてもらう環境を作ろう 

⑥ 「QOL 向上」を望まない人はいない。まず私たちが「できる」と信じよう 

⑦ 「想いを止めない」こと。自立を阻害する「原因と背景」を探っていこう 

 

 

◆チーム方針 

 ご利用者の喜びが自分たちの喜びにつながる仕組みづくりを行っていきます。 

 

私、理事長吉田は介護現場出身です。介護現場でこの仕事が天職だと思い、今までこの業界で続けてい

ます。この介護業務の素晴らしさを世間に知らせたい、そしてご利用者様の喜びが自分たちの喜びにつ

なげていけるチームを作りたいというのが私の想いです。 

 



◆実施しているサービス 

 ・ユニットケア対応の３つの入居サービス 

特別養護老人ホーム（定員 120 名 H18 年開設） 

  短期入所事業所（定員 20 名 H18 年開設） 

  グループホーム（定員 18 名 H25 年開設） 

   ※おひとりおひとりの生活に合わせたケアを目指していきます。   

 

 ・選べる３つのデイサービス 

  デイサービス メドック東浦（定員 45 名 H18 年開設） 

  脳活デイ メドックガーデンビレッジ緒川（定員 12 名 H25 年開設） 

  美活デイ メドックガーデンビレッジ緒川（定員 25 名 H25 年開設） 

   ※お友達と一緒に過ごしたい方、認知症予防を重視したい方、アンチエイジングのプログラムをや

ってみたい方など、3 つのデイサービスがご要望にお応えいたします。 

 

 ・めどっこ保育園（定員 従業員枠 12 名、地域枠 5 名） 

   ※従業員枠だけでなく地域枠も設けております。子供たちとご利用様との交流もございます。 

 

 

 

◆関連施設 

メドック健康クリニック（名古屋市昭和区）平成 2 年開設 

※内科、整形外科、婦人科、耳鼻科等 

 有料老人ホームメドック東郷（愛知県東郷町）平成 25 年 

 

  ※前理事長はメドック健康クリニックの院長でした。医師として処置や薬の処方以降のアプローチも

しっかりやっていかなくてはと思い、平成 16 年、社会福祉法人成仁会を設立しました。前理事長は他

界しましたが、その想いを受け継ぎ、地域やご利用者に安心と喜びを提供していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆地域、東浦町 

 地域貢献 

  社会福祉法人は地域における公益的な取り組みを実施する責務があります。そのためには

地域を知り、そして私たちを知っていただく、この交換を行っていく必要があります。メド

ックではそのための様々な取り組みを行っています。 

  

・成仁会の役員には評議員と理事があります。その役割は、理事は成仁会の実際の運営を

行い、評議員は規程規則の制定やその内容をチェックします。地域住民の中から複数

名理事評議員に複数名参加いただき、成仁会の運営を担っていただいております。 

  

・成仁会の理事長として、各地域会議に参加しています。 

東浦町高齢者福祉推進協議会委員 

   東浦町在宅医療介護連携部会委員 

東浦町地域福祉推進委員会委員 

東浦町子ども若者会議委員 

知多北部広域連合認定審査会委員 

特定非営利活動法人絆理事 

東知多ロータリークラブ会員 

   

 ・メドック東浦は東浦町福祉避難所として登録してます。 

 

 ・地域のお祭りに参加（産業まつり、緒川まつり、など）してます 

 

 ・ボランティア等近隣機関との交流してます 

日本福祉大学半田キャンパス 

名古屋情報専門学校 

半田商業高校 

北部中学校 

緒川小学校 

緒川保育園 

卯の里保育園など 

 

  

 

 

 



◆教育研修環境 

研修は社会福祉法人成仁会が力を入れているものの一つです。 

介護は素晴らしい仕事です。私自身それを信じ、これまでこの仕事を続けています。しかし、

最近はネガティブワードが先行し、介護が避けられる仕事の一つになっています。確かに大

変な仕事です。でも、介護現場には、他の業種には感じれない「喜び」があります。それを

感じやすくするための仕組みづくりとして「研修の充実」と「労働環境の整備」にどんどん

力を注いでいかなくてはと思っております。 

 

 ・新人学園と同期会 

※メドックのプリセプター制度です。新人学園とし称し、独り立ちに向け学園卒業を目指します。中

途入社の多い介護業界で同期会を形成し、新人時の不安の軽減を図ります。 

 

・３つの社内研修 

 ※月 1 回の定期研修(20 日 30 日に開催。どちらかに参加)と月の第 3 週目に 15 分間のミニ研修そ

して、管理者へは外部講師石郡先生の研修を実施しています。 

 

 ・石郡先生の管理者研修 

※日本福祉介護総研株式会社代表、カンボジア大学学長、そして「石郡流 施設看護師のデキる

仕事術」日総研出版など活躍されている石郡英一先生を毎月講師に迎え、管理者研修を行ってお

ります。 

 

 ・外部研修と交換研修生 

※中間管理職を中心に外部研修に参加してもらっています。もちろん勤務内、研修費は会社持ち

です。交換研修生は仲間である他の特養と協議し、職員の数日間交換勤務と座学を行っています。

介護のご利用者様ひとりをしっかり見るチカラと同時に外部研修等で視野を広げる姿勢を持たな

くてはと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆労働環境 

 ・介護職員処遇改善金 

※介護職員処遇改善加算Ⅰを算定しております。正社員は月額特養 40,000 円、ショートステイと

GH35,000 円、デイや日中勤務 28,000 円、準職員は勤務時間や職務によって時給 100 円～400 円

程度追加し支給しております。 

 

・ノーリフティングの導入 

※全国ノーリフティング推進協議会に加盟しております。互いに無理のない方法でケアし、大切な

身体と時間を設けていきます。 

 

・メドックボイス制度 

※職員用目安箱。1 対 1 で完結されるのが介護。そんな日常介護の中でせっかく感じた素晴らしい

出来事や喜びをみんなに知らせる仕組みです。 

 

・半年ごとの意見交換と自己申告書 

※半年ごとに上司と意見交換をし、自己申告書を元に、今後のキャリアを確認していきます。上司

や同僚からの推薦で特別賞与が上乗せされることがあります。 

 

・定年７０歳 

※人生の経験は介護の傾聴に代えがたいものとなります。それを活かすためにも定年は最大の 70

歳としています。 

 

メドックは H18 開設当初より「無資格未経験歓迎」のスタイルでやってきました。経験あろうがなかろ

うが今からお会いする方は「はじめまして」でなくてはいけません。 

しかし、メドックの管理者や相談員は、メドックでの現場経験を重視しています。メドックでの現場を

知らないと、共感すべき情報が経営者に伝えれないからです。特にユニットケアではパーソナルケアの実

践を行っていくので、ボトムアップの仕組みを取り入れていくためにも、現在の現場の知識経験を重視し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆あれこれ、福利厚生 

これら介護看護保育のサービス向上には、サービス提供者の技術と心の充実を図っていかな

いといけないと思っております。「人に楽しんでもらいたいと思ったら、まず自分が楽しまな

いと」と思っています。メドックでは下記のような福利厚生を用意しています。 

 

 ・資格支援制度 

※初任者研修 受講料半額負担（キャンペーン期間は指定校のみ全額会社負担で通えます） 

※実践者研修 メドックでの経験年数×1 万円 受講料支援 

       法人からの推薦者へは全額負担（開始から 2 年で 4 名修了 2 名履修中） 

※ケアマネージャー試験及び更新研修 実務者へは全額会社負担 

 

 ・飲み会応援します 

※チームでの懇親会は会社が半分負担します。年末には管理者からスタッフへのおもてなしとして、

サンクスパーティーを開催してます。 

 

 ・年１回は人間ドック実施 

※年 2 回義務の健康診断のうち、1 回は人間ドックを実施 

※希望者には脳ドックも実施（※オプション希望者一部有料） 

 

 ・働く女性応援宣言 

事業所内保育 ※現在 10 名の従業員が利用中 

産休育休優遇 

 ※産休育休取得 延べ 20 名 予定者 1 名 現在取得中 2 名 復帰 16 名 （うち離職 1 名） 

婦人科検診 ※子宮筋腫、乳がん検診等 

 

 ・社員寮完備（シェアハウス） 

※一人暮らしは不安、でも自由も欲しいという方にちょうどいいシェアハウス。日本シェアハウス

協会に加盟したシェアハウスを月 2～2.5 万程度で利用可能です 

 

 ・同期会 

※年度途中入社の多い業界で、同期でも助け合えるよう同期で飲み会や座談会を開催しています 

 

 ・館内設置の健康水素水飲み放題、酸素ルーム使用可 

※ご利用者様の健康のために設置している水素水サーバーと高濃度酸素ルーム。 

せっかくなので一緒に健康になろうと飲み放題使いたい放題にしてます。水素水を家庭用に大量に

持ち帰る従業員もいます。 


